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4月30日は

図書館記念日

こちらのダイアンとケイティは「再
び『青い目の人形を沖縄へ』実行委員
会」のいらみね ぜんこ様より寄贈いた
だきました。
書籍ではなく人形を寄贈いただくこ
とは、図書館としては異例のことです
が、子どもたちが童謡の世界へ思いを
馳せるとともに、平和への未来を見据
え、平和学習や読書活動につながるこ
とを期待し、お迎えいたしました。

皆さんこんにちは、この４月に県立図書館館長を拝命しました大宜見と申します。
日頃より、図書館運営へのご理解とご協力ありがとうございます。
さて、県立図書館では３月に図書館システムを更新し、「座席予約」「蔵書検索AI」

「Wed書棚」「施設予約」という新たなサービスを始めました。「座席予約」では、席
を仮予約すると、いつでも短時間でも席を利用することが可能となります。「蔵書探索
AI」では、入力した一つの言葉からAIが選書した新たな本との出会いが待っています。
また、「図書館利用者カード」を活用した「座席予約」が便利になっています。カー

ド未登録の方は、この機会に是非、登録しては如何でしょう。
県立図書館は、令和６年度も県民及び利用者の皆様の期待に応えるよう、サービス向

上に努めてまいります。
引き続きご愛顧の程よろしくお願い申し上げます。



県立図書館に新たに入ってきた本の一部をご紹介します。

本の場所について不明な点があれば、カウンター職員にお尋ねください。

新着図書紹介

タイトル 著者

大人のための文学「再」入門 都甲 幸治／著

あのとき売った本、売れた本 小出 和代／著

今日も一歩も外に出なかった
けどいい一日だった。 気にし
すぎさんが自分軸を作るまで

なおにゃん／著

猫沢家の一族 猫沢 エミ／著

アボカドの種 俵 万智／著

自律神経にいいこと大全100森田 遼介／著

人を選ぶ技術 経営×人材の
超プロが教える

小野 壮彦／著

ハジケテマザレ 金原 ひとみ／著

行列のできる子ども健康相談
室 0～10歳児の病気とケガ
のおうちケア

竹綱 庸仁／著

ジョン・レノン作曲術 野口 義修／著

フツウと違う少数派のキミへ
ニューロダイバーシティのすす
め

鈴木 慶太／著

本屋、ひらく
本の雑誌編集部／
編

タイトル 著者
宇宙人とみつける仕事図鑑
CHIKYU NO 
OSHIGOTO

二村 大輔／絵
リクルートエージェ
ント／監修

おとうさんをかして
ホ ジョンユン／文
チョ ウォニ／絵
古川 綾子／訳

「できごと」と「くらし」から知
る戦争の46か月 戦い、日
常、文化がわかる

大石 学／監修
鈴木 一史／監修

火の山にすむゴリラ
前川 貴行／写真・
文

パンダはどうしてパンダに
なったのか? 800万年生き
た進化の歴史 科学絵本

方 盛国／著
王 【ウェイ】／絵
韓 寧／訳
初鹿野 惠蘭／監修

タイトル 著者

近世日琉関係の形成 附庸と異
国のはざまで

木土 博成／著

ディープ・オキナワ 永住願望!!
テレビディレクター、南国の歴史
を旅する。

渡辺考／著

イリオモテヤマネコ 水の島に生
きる

土肥 昭夫／編
伊澤 雅子／編

沖縄のスーパー お買い物ガイ
ドブック

室井 昌也／編
著

日本バスケの革命と言われた男
安里 幸男／著
内間 健友／文
長嶺 真輝／文

沖縄の家MORE 沖縄に心地
いい家を建てましょう 週刊かふ
う特別編集 「こんな家に住みた
い」保存版セレクション

週刊かふう編集
室「沖縄の家
MORE」編集委
員会／編



琉球日産自動車株式会社さんより、「第39回日産童話と絵本のグランプリ」で大
賞を受賞した作品を頂きました。
「第39回日産童話と絵本のグランプリ」
童話部門大賞作品：『あたしは本をよまない』コウタリ リン／作，ちばみなこ／絵
絵本部門大賞作品：『なんかひとりおおくない? 』うめはら まんな／作

わらびんちゃ～だより

図書館で借りる
ことができます。

場所 タイトル 内容 主催団体

５
F

3/13 ～5/13
ブラジル・ウチナーンチュ写真

展「沖縄コロニアの人々」

沖縄からブラジルへ渡った人々は、"コロニア"と呼ばれる県系人

コミュニティを現地で築き上げてきました。本展示では、2023年

2月・8月に、ブラジル・カンポグランデ及びサンパウロ近郊ヒベイ

ラ沿岸地区において収集した写真を展示し、沖縄から遠く離れた"

コロニア"で暮らすウチナーンチュの姿を紹介します。

沖縄県立図書館

グッジョブセンター展示 お仕事に関する本を展示します。 沖縄県立図書館

レファレンス常設展 図書館に来たレファレンス事例を展示します。 沖縄県立図書館

沖縄県立博物館・美術館

情報コーナー
沖縄県立博物館・美術館に関する情報発信コーナー

沖縄県立

博物館・美術館

沖縄県図書館協会 沖縄県図書館協会についてご紹介いたします。 沖縄県立図書館

沖縄県民カレッジ 沖縄県民カレッジの情報をお届けいたします。
沖縄県

生涯学習振興課

新・沖縄21世紀ビジョン

基本計画・実施計画

目指すべき沖縄の姿を描いた「沖縄21世紀ビジョン」の「新・基

本計画」と各施策の具体的な取組を示した「新・実施計画」を紹

介します。

沖縄県立図書館

3/27 ～4/15 入園・入学　子育て応援展示
入園、入学の時期に合わせ、子育て世代に向けて準備や新生活

で役立ちそうな本を紹介します。
沖縄県立図書館

3/27 ～4/15
令和６年度春の交通安全運

動展示
春の全国交通安全運動の普及啓発のパネルを展示します。

沖縄県

消費くらし安全課

3/27 ～4/22 年齢別おすすめ絵本展示 ０歳～小学生までを対象に、年齢別におすすめ絵本を紹介します。 沖縄県立図書館

4/3 ～4/15
こどもフェスタinなは書道パ

フォーマンス作品

2024年1月21日にほしぞら公民館でおこなわれた子どもフェス

タで書いた子どもたちの作品を展示します。
蒼宮書塾

4/3 ～4/29
おきでん「ひかりの風景」デ

ジタル写真コンテストPR

今年で第16回を迎えるおきでん「ひかりの風景」デジタル写真コ

ンテストの受賞作品のパネルを展示します。

おきでん「ひかりの

風景」デジタル写

真コンテスト事務

局（沖電企業㈱）

4/17 ～5/13 りっかりっか図書館関係展示 りっかりっか図書館に向けた展示を行います。
沖縄県

図書館協議会

 ４月 の 展 示
期間

4
F

３
F

通　年

通　年

通　年

通年

通年

通　年

『あたしは本をよまない』
コウタリ リン／作
ちば みなこ／絵
BL出版

本を読むのが好きじゃない
ユイ。難しい哲学の本も読
む転校生の木田君。いつも
ひとりで静かにいる“点”
みたいなユイと木田君に、
教室で一番うるさい草野君
が加わり、図書館に集まる
ようになり…。

『なんかひとりおおくない?』
うめはら まんな／作
BL出版

じいちゃんちは、大きな茅葺屋
根の家。今年の夏休みも、いと
こたちが集まって、みんなでお
泊りだ。かくれんぼやドッジ
ボールをして遊んでいると…。
楽しい夏休みの間の、不思議な
出会いを描いた銅版画絵本。

資料ID:1010156477 資料ID:1010156485



Q.

利用案内
開館時間：9時～20時（火曜・年末年始・特別整理日休館）

休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間

※図書館専用の無料駐車場はございません。

お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

令和6年(2024年) 4月発行 第184号
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表） 沖縄県立図書館

このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられたお問い合わ
せ（調査・相談、レファレンス）の一部をご紹介します。
今月は・・・

沖縄何でもQ&A

来館される皆様へのお願い
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。

倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。
・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
館内電話ボックスをご利用ください。

・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

No.151 (郷土資料レファレンス事例)
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【参考資料】
①『沖縄コンパクト辞典』
（琉球新報社／編 琉球新報社、1998.9）
②『琉球弧 あまくま語り』
（中村 喬次／著 南方新社、2004.9）
③『オキナワなんでも事典』
（池沢 夏樹／編 新潮社、2003.7）
④『オリオンビール50年のあゆみ』
（オリオンビール株式会社50周年記念誌編集委員
会／編 オリオンビール、2008.10）
⑤『琉球新報[原紙]』
（琉球新報社／編・刊、2016.3）
⑥『世界のウチナーンチュ大会写真集』
（世界のウチナーンチュ大会実行委員会／編 世
界のウチナーンチュ大会実行委員会、1990.8）
⑦『琉球新報[マイクロフィルム複製本]
2006年10月1日〜15日[平成18年]』（琉球新報
社／編、2018.3）

沖縄で乾杯の際に「カリー」という発声をす
るが、いつ頃から使われ始めたか。

沖縄で「カリー」は縁起の良いことの意（資
料①）ですが、これを乾杯の発声として提唱し
たのは、オリオンビール株式会社の元副社長で
ある比嘉良雄氏といわれています。参照した資
料には、「沖縄には乾杯の習慣はなかったよう
で、だから当然言葉もない。「なければ造るべ
し」と、外間守善法政大教授にソソノカされて、
俄然その気になった」（資料②）、「…沖縄独
特の乾杯のやり方はないものか…「カリーでは
どうでしょう」と提案したのが琉舞のお師匠さ
ん玉城節子さんだった。…比嘉さんは、「カ
リー布教」を昭和六二年、オリオンビール副社
長時代に始めた。」（資料③）との記述があり
ます。比嘉良雄氏が副社長を務めていたのは
1987（昭和62）年から1991（平成3）年（資料
④）であり、同時期から使われ始めたと考えら
れます。
なお、1990年の第1回世界のウチナーンチュ

大会では、ペルー県人会顧問の伊芸銀勇氏が
「公の場で初めて『カリー』と発声し、乾杯の
カリーが定着した大会だった」との記録（資料
⑤⑥）があります。また、1998年発刊の『沖縄
コンパクト辞典』には、「最近では、乾杯の音
頭の発声に「かりー」として使われたりす
る。」（資料①）との記述があります。2006年
には、県内での認知を広めようと、前述の比嘉
良雄氏を構成員とする「カリー」推進協議会を
発足する動きもありました（資料⑦）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

図書館カレンダー4月

は休館日です。


